
江府町告示第８号

平成31年２月25日

江府町長 白 石 祐 治

第２回江府町議会定例会を下記のとおり招集する。

記

１、期 日 平成31年３月５日

２、場 所 江府町役場議場

○開会日に応招した議員

森 田 哲 也 川 端 登志一 阿 部 朝 親

川 上 富 夫 空 場 語 三 好 晋 也

三 輪 英 男 上 原 二 郎 長 岡 邦 一

川 端 雄 勇

○応招しなかった議員

な し
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第２回 江 府 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日）

平成31年３月５日（火曜日）

議事日程

平成31年３月５日 午前10時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 議案第３号 江府町森林整備基金条例の制定について

日程第５ 議案第４号 江府町国民健康保険条例の一部改正について

日程第６ 議案第５号 江府町国民健康保険診療所設置条例の一部改正について

日程第７ 議案第６号 江府町総合健康福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついて

日程第８ 議案第７号 江府町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に係る基準

に関する条例の一部改正について

日程第９ 議案第８号 江府町簡易水道等施設の設置及び給水に関する条例の一部改正について

日程第10 議案第９号 江府町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついて

日程第11 議案第10号 江府町林業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついて

日程第12 議案第11号 江府町特定環境保全公共下水道処理施設の設置及び管理に関する条例の

一部改正について

日程第13 議案第12号 江府町家庭奉仕員派遣手数料の徴収に関する条例の廃止について

日程第14 議案第13号 江府町中山間ふるさと・水と土保全基金条例等の廃止について

日程第15 議案第14号 奥大山チロルの里多目的施設に係る指定管理者の指定について

日程第16 議案第15号 江府町商工観光センターに係る指定管理者の指定について

日程第17 議案第16号 江府町農家労働軽減支援施設に係る指定管理者の指定について

日程第18 議案第17号 江府町奥大山の水処理加工施設に係る指定管理者の指定について

日程第19 議案第18号 江府町奥大山の水交流促進センターに係る指定管理者の指定について
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日程第20 議案第19号 江府町過疎地域自立促進計画の変更について

日程第21 議案第20号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

日程第22 議案第21号 鳥取県西部町村就学支援協議会規約を変更する協議について

日程第23 議案第22号 平成31年度鳥取県日野郡江府町一般会計予算

日程第24 議案第23号 平成31年度鳥取県日野郡江府町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

日程第25 議案第24号 平成31年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

日程第26 議案第25号 平成31年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）予算

日程第27 議案第26号 平成31年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

予算

日程第28 議案第27号 平成31年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（サービス事業勘

定）予算

日程第29 議案第28号 平成31年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計予算

日程第30 議案第29号 平成31年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計予算

日程第31 議案第30号 平成31年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計予算

日程第32 議案第31号 平成31年度江府町簡易水道事業会計予算

日程第33 議案第32号 平成31年度江府町下水道等事業会計予算

日程第34 議案第33号 平成31年度鳥取県日野郡江府町江尾財産区特別会計予算

日程第35 議案第34号 平成31年度鳥取県日野郡江府町神奈川財産区特別会計予算

日程第36 議案第35号 平成31年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計予算

日程第37 議案第36号 平成30年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第８号）

日程第38 議案第37号 平成30年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第４号）

日程第39 議案第38号 平成30年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）補正

予算（第５号）

日程第40 議案第39号 平成30年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

補正予算（第５号）

日程第41 議案第40号 平成30年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）

日程第42 議案第41号 平成30年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計補正予算（第３号）

日程第43 議案第42号 平成30年度江府町簡易水道事業会計補正予算（第５号）
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日程第44 議案第43号 平成30年度江府町下水道等事業会計補正予算（第５号）

日程第45 議案第44号 平成30年度鳥取県日野郡江府町神奈川財産区特別会計補正予算（第

３号）

日程第46 議案第45号 平成31年度鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会計予算

日程第47 予算特別委員会の設置について

日程第48 陳情書の処理について

出席議員（10名）

１番 森 田 哲 也 ２番 川 端 登志一 ３番 阿 部 朝 親

４番 川 上 富 夫 ５番 空 場 語 ６番 三 好 晋 也

７番 三 輪 英 男 ８番 上 原 二 郎 ９番 長 岡 邦 一

10番 川 端 雄 勇

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

事務局長 下 垣 吉 正

説明のため出席した者の職氏名

町長 白 石 祐 治 副町長 影 山 久 志

教育長 富 田 敦 司 総務総括課長 池 田 健 一

教育課長 川 上 良 文 庁舎・財務担当課長 奥 田 慎 也

農林産業課長 加 藤 邦 樹 福祉保健課長 生 田 志 保

建設課長 小 林 健 治 農林産業課長参事 石 原 由美子

午前１０時０１分開会

○議長（川上 富夫君） おはようございます。本日の欠席通告はございません。全員出席であり

ます。
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これより、平成３１年第２回江府町議会定例会を開会いたします。

本日の議事日程は、配付のとおりであります。

地方自治法第１２１条の規定により、今期定例会に出席を求めた者は、お手元に配付した報告

書のとおりであります。なお、日程に先立ち、傍聴者の方にお願いします、傍聴規則に従い傍聴

いただきますようにお願いいたします。

直ちに議事に入ります。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（川上 富夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議

規則第１２５条の規定により、議長において、２番、川端登志一議員、３番、阿部朝親議員の両

名を指名いたします。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（川上 富夫君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

過般、議会運営委員会が開かれ審議された結果、議会運営委員長からお手元に配付のとおり答

申を受けましたので、おはかりいたします。

今期定例会の会期は、本日より３月２２日までの１８日間といたしたいと思いますが、これに

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１８日間と決定いたしました。

・ ・

日程第３ 諸般の報告

○議長（川上 富夫君） 日程第３、諸般の報告を行います。初めに、議長報告を行います。１２

月議会以降の議会活動については、お手元に配付した報告のとおりであり、説明を省略しご覧い

ただくことでご了承願います。

また、監査委員から各月の例月出納検査の結果報告書が、議長の手元に提出されております。

詳細につきましては、事務局の方でご覧願います。

続いて、町長報告を行います。町長からの報告事項がありましたら、この際報告をしていただ

きます。

○町長（白石 祐治君） 議長。
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○議長（川上 富夫君） 白石町長。

○町長（白石 祐治君） １２月議会以降の行政報告について、お手元の資料によりまして、主な

もののみ報告させていただきます。

２ページをお願いいたします。中程に江府町地域公共交通会議の開催というのがございます。

１月２５日に防災情報センターにおきまして、本年度第２回目の会議を開催いたしました。その

際に新年度から町営バスにワゴン車を導入いたしまして、曜日別で各路線において集落内運行を

開始するということを決めていただきました。これにつきましては、詳細につきまして、また予

算委員会の中でご説明をさせていただこうというふうに考えておりますので、よろしくお願いい

たします。

続きまして５ページをお願いいたします。中程、観光事業で奥大山スキー場開き祭りと書いて

おります。１２月１５日に開催いたしました。３月３日までの営業ということで終了いたしまし

たけれども、７０パーセントの集客ということでございまして、今朝ほどの新聞のほうにも報道

されたところですけれども、また議会の方にもご説明をさせていただきながら、今後の対応を考

えさせていただきたいというふうに考えております。

めくっていただきまして、７ページでございます。１番上でございますが、平成３０年１２月

下旬から平成３１年３月１０日予定と書いております。須郷から御机間の広域農道冬期閉鎖でご

ざいます。実は、平成３０年度の事業見直しの一環ということでさせていただいているんですけ

れども、その他にも平成３０年度の事業見直し、かなりの数がございます。これにつきましては、

町報江府３月号こちらの方に一覧表として掲載をさせていただく予定にしております。中程でご

ざいます、平成３１年２月１７日水道・下水道料金に関する住民説明会開かせていただきました。

これは、毎月定例的に開いております、町長と町民の皆さんとの意見交換会というのを大体日曜

日の午後にやっておりますけども、これの１０回目ということで、これに併せてさせていただい

たところでございます。また、これにつきましても今回議案を出しておりますので、ご審議して

いただくようにお願いしたいと思います。それと１１回目の意見交換会３月１７日に予定をして

おります。これにつきましては、平成３１年度の行財政方針、それと奥大山スキー場の経緯につ

いてご説明をしようと思っております。非常に簡単ですけれども、後のものにつきましては、資

料の方をご覧いただきますようにお願いいたします。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） ただ今の報告について、ご質問があればお受けいたします。

ないので、日程第３、諸般の報告を終わります。

・ ・
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日程第４ 議案第３号 から 日程第４６ 議案第４５号

○議長（川上 富夫君） 日程第４、議案第３号、江府町森林整備基金条例の制定についてから、

日程第４６、議案第４５号、平成３１年度鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会特別会

計予算まで、以上、４３議案を一括議題とします。

町長から行財政方針の説明を求めます。

○町長（白石 祐治君） 議長。

○議長（川上 富夫君） 白石町長。

○町長（白石 祐治君） 平成３１年度の江府町行財政方針を説明させていただきます。

１．はじめに

平成３１年度当初予算案のご審議をお願いするにあたり、私の町政運営に対する考え方を申し

述べ、議員各位並びに町民の皆さんのご理解、ご協力とまちづくりにつきましてさらなる積極的

なご参加を賜りたいと存じます。

本町が目指す３０００人の楽しい町を実現するために、私は、３つの大きな柱と仕事を進める

上での基本的な考え方を就任以来提唱してきております。

３つの柱とは、安全、安心、健康に暮らせる町、自己実現ができる町、未来に夢が描ける町で

あり、仕事を進める上での基本的な考え方とは、住民目線、当事者意識、挑戦であります。そし

て、若手職員による３０００人の楽しい町プロジェクトチームの活動や新庁舎整備や奥大山スキ

ー場の指定管理、各種事業の見直しなど、重要案件についての住民説明会の開催等を通じて住民

のみなさんに対する情報提供に努め、これからの江府町を一緒に考えていこうという機運を高め

てまいりました。

２．集落総合点検事業を振り返って

２年間にわたる集落総合点検事業では、多くのご要望やご意見、提案、ご質問をいただきまし

た。すぐに回答や対応できるものにつきましては、既に対応したところでございます。特に建設

課関係事業につきましては、６６件の要望の内、半分近くを処理いたしました。多くの町民の皆

さんが不安に思っておられるのは、高齢化が進み移動手段の確保や、買い物などの生活サービス

の確保、農地や集落の維持管理を行う担い手の確保でした。また、平成３０年は、７月の豪雨や

９月の台風２４号等、異常気象による災害が４７か所と多く発生したことから災害への対応につ

いても多くのご意見をいただきました。今後は、残りの１７か所を早急に補助災害で復旧して参

る所存でございます。

３．課題解決のための基本的な考え方でございます。
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移動手段の確保や買い物などの生活サービスの確保、災害への対応につきましては、それぞれ

平成３１年度当初予算案の中に具体的な事業を盛り込んでおります。ただ、担い手の確保という

大きな課題につきましては、町全体が一丸となって若年層の人口を増すことに取り組まなければ

ならないと思っております。

私は、若年層の人口を増やすためには、未来志向のまちづくりをする必要があると考えており

ます。まず最初に、現在江府町に住んでいる子どもたちに将来江府町に帰ってきて江府町を担う

人材になってもらうような郷土愛を待たせる教育をすること。そして、現在町外に出ている人た

ちに江府町に帰って来ようという気持ちになってもらうこと。そのためには、江府町はいいとこ

ろだということを今住んでいる人が子どもや孫たちに言い続けること。自信と誇りを持って言え

るように解消すべき課題は解消しながら、魅力となるところを磨くこと。そして、魅力を最大限

に発信することだと思っております。江府町で頑張ろうという人をみんなで応援し活躍してもら

う。江府町がそういう町だということが分かれば、多くの若者が江府町に興味を持ち訪れ、その

中には、定住する人もあるでしょう。彼らの発想や能力で課題を解決してくれることでしょう。

現代は、高度成長、大量生産の時代と違い、自らの存在を認めてくれる地域が潜在的に求められ

ていると思います。人口が流出するのは、居住する必然性を見いだせないためであり、雇用機会

の不足はその一つに過ぎないと思っております。

４．平成３１年度の特徴的な事業を江府町未来計画に沿ってご説明いたします。

１番、子どもが健やかで子育てが楽しいまち

一人ひとりの子どもを大切にし、しっかりと配慮した保育や教育を行います。そして、保育料

の無償化、在宅育児手当、放課後や、夏休み冬休みの子ども教室、江府いもこ塾等、保護者の皆

さんの負担を軽減する事業を引き続き実施します。また、ふるさとを愛し地域のことを考えるこ

とができ、これからの時代に立ち向かっていける子どもを育てるため、アントレプレナーシップ

スクールや中学生議会を充実させていきます。併せて、サントリーの協力の下、奥大山に誇りや

愛着を持つ子どもたちを育成するよう努めます。更に、日野郡三町で連携しながら高校生に対す

るふるさと教育の仕組みを検討していきます。

２番目、楽しく年をとれるまち

集落総合点検でも多くのご意見をいただきました。買い物福祉サービスを継続いたします。地

域力創造アドバイザーの助言も受けながら、えんちゃんの事業継続ができるよう支援いたします。

総合健康福祉センターにつきましては、従来からの要望に対応できるよう、土足で２階に上がれ

るように改修を行います。旧俣野小学校を地域医療人材育成拠点、診療所機能と併せ、俣野地区
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の住民生活を包括的にケアする拠点といたします。また、町民の命と健康を守る江尾診療所につ

いて、今後も持続していく方向性を見出すため、現状の経営分析を行います。また、平成３１年

度は、民生委員の改選期でもあります。地域福祉計画の策定を行いながら、町と社会福祉協議会

との役割分担も明確にして参ります。

３番目です。みんなで考え一人ひとりが輝くまち

町政の重要事項につきましては、従来通り住民説明会を行うとともに、集落からの要望に応じ

て、集落に出向いて意見交換会を実施します。加えて、子育て支援センターや小学校のＰＴＡの

会合など、子育て世代の皆さんの声を伺う機会を作ります。積極的な情報提供を行い、住民の皆

さんとともに考えるよう努めます。地域活性化支援事業、公民館講座、明徳学園等により住民の

皆さんの自主的な活動を支援して参ります。

４番、産業で活力とにぎわいを生み出すまち

江府町の産業を元気にする際のキーワードは奥大山だと思います。観光では、木谷沢渓流遊歩

道の整備やツアーガイドを行う地域おこし協力隊員の募集、江府町観光協会との連携を重点に取

り組んで参ります。また、農業におきましても奥大山プレミアム特別栽培米の評価が全国的に高

く、奥大山ソバも近年生産量が拡大してまいりました。道の駅奥大山を物販、飲食、情報発信の

拠点としながら、江府町産の農産物の魅力をさらに磨いて参ります。平成２７年度から新甘泉栽

培にも取り組んでおりますが、来年度は有害鳥獣ジビエ解体処理施設の設置により、新たな特産

物が生まれることも期待しております。また、好評をいただいておりますプレミアム商品券発行

事業につきましては継続事業として行います。

５番、住んでみたくなるまち、帰って来たくなるまち

町営バスの運行をきめ細かくします。具体的には、１０人乗りの車両を使用して町内６路線を

週１回１日３往復の運行をいたします。タクシー利用助成を継続しながら将来に向けての町内の

移動手段の検討を進めます。水道の安定供給を目指した江尾地区配水管敷設替えや、川筋地区の

公共下水道への統合整備事業を着実に推進します。また、空家対策総合支援事業を活用し、移住

定住促進住宅を１棟整備いたします。また、きめ細かな移住定住相談や空き家バンクの管理など

については、希望者のニーズに柔軟かつ迅速に対応できるＮＰＯこうふのたよりに引き続き委託

します。また、利用者の利便性と、江府町の玄関口の魅力を向上させるため、ちろりんハウスの

トイレを改修いたします。

６番、災害に強いまち

平成２５年に策定され、江府町全体の防災対策を定めた江府町地域防災計画を現状を踏まえ、
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より実効性の高い計画とするための改定を行います。災害が発生したり、発生が見込まれる場合、

的確に避難及び災害情報を伝えるとともに、避難場所が理解しやすいよう、避難所には、災害避

難所明示看板設置を行います。また、現在のアナログ防災無線からデジタル防災無線への移行に

向け、平成３１年度に設計を行い、平成３２年度に設備導入をいたします。

７つ目です。協働でしっかりと計画的に進むまち

役場新庁舎を着実に建設することと併せて、町全体の公共施設のあり方について、将来を見据

えた検討を行います。奥大山スキー場については、指定管理者を本年度中に決定することが出来

ませんでしたので、町外にも範囲を広げ、指定管理者を再度募集することといたします。事務事

業の見直しについては、仕事のやり方も含めた検証を徹底的に行います。職員研修の充実による

職員のスキルアップを進め、行政サービスの向上に務めます。支え合いがしっかりとできる町と

なるよう、集落総合点検でいただいた意見を受け、緊急度、必要性を検証しながら、町民の皆様

と力を合わせて取り組んでまいります。

続きまして、新年度予算の概略について述べさせていただきます。平成３１年度一般会計歳入

歳出予算総額は、３９億９，３００万円であります。別途、特別会計といたしましては、１２会

計、歳入歳出予算総額１３億６，４７２万５千円、一般会計と合わせますと５３億５，７７２万

５千円となります。公営企業会計は２会計で、簡易水道事業会計は、収入１億５，５７１万６千

円。支出１億１，１４０万８千円。下水道等事業会計は、収入３億１，９１９万８千円。支出３

億９，７７６万９千円であります。以上、平成３１年度一般会計並びに特別会計、公営企業会計

等について、当初予算１５議案を提案し、関係条例の一部改正を始め、平成３０年度各会計補正

予算など２８議案の提案については、各課長の説明をもって提案とさせていただきます。ご審議

のほどよろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 以上、行財政方針説明が終了いたしました。

日程に従い、議案第３号から議案第２１号までと、議案第３６号から議案第４４号までは、順

次、所管課長より、議案の提案理由説明を求めますが、議案第２２号から議案第３５号と議案第

４５号については、後日、予算特別委員会構成のもとに、当委員会に付託審査の予定になってお

りますので詳細説明は省略します。よって、議案第３号から議案第２１号までと、議案第３６号

から議案第４４号について所管課長の説明を求めます。

加藤農林課長。

○農林産業課長（加藤 邦樹君） 失礼いたします。議案第３号、江府町森林整備基金条例の制定

について説明をさせていただきます。江府町森林整備基金条例の制定について、地方自治法第９
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６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めます。１枚おはぐりください、こちらの江府町

森林整備基金条例につきましては、平成３１年度から始まる森林経営管理制度により森林環境譲

与税からの交付金について、年度での剰余金を基金として積み立てるための条例でございます。

以下、条例につきましては、お読みいただけたらというふうに思います。審議の上ご承認いただ

きますようお願いいたします。以上終わります。

○議長（川上 富夫君） 次ぎ求めます、生田福祉保健課長。

○福祉保健課長（生田 志保君） 失礼します、議案第４号から第７号についてご説明を申し上げ

ます。まず、議案第４号でございます。江府町国民健康保険条例の一部改正について、地方自治

法の規定により議会の議決を求めるものです。１枚おはぐりください、この江府町国民健康保険

条例の一部を改正する条例は、国民健康保険法施行規則で規定される被保険者としない者を条例

に明記するものです。新旧対照表の右側改正前、第４条下線部分削除となっていたものを、左側

改正後、第４条２被保険者としないものとして児童福祉法に基づく対象者を掲げるものです。附

則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものです。

続きまして、議案第５号、江府町国民健康保険診療所設置条例の一部改正について議会の議決

を求めるものです。１枚おはぐりください、江府町国民健康保険診療所設置条例の一部を改正す

る条例、この条例は、平成３１年４月１日から俣野診療所を開設するにあたりまして、必要な事

項を定め、江尾診療所と併せた２つの診療所の診療科を厚生局に届け出の通り改めるものです。

新旧対照表をご覧ください、第２条、名称及び位置について、右側改正前、診療所とあるものを

各診療所に改めます。そして、加行として俣野診療所の名称と位置を追加いたします。第３条、

診療科目についてです。右側改正前、診療所とあるものを左側に各診療所としまして、診療科全

科とあるものを、左側、江尾診療所に、内科、整形外科、歯科口腔外科。俣野診療所に内科を置

くことを明記するものです。附則としてこの条例は、平成３１年４月１日から施行するものです。

続きまして、議案第６号、江府町総合健康福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改

正についてです。１枚おはぐりください、江府町総合健康福祉センターの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例。この条例は、総合健康福祉センターの使用料について、会議室等の

基準を定めるものです。新旧対照表の右側改正前、第６条関係別表に左側改正後、会議室、保健

指導室、栄養指導・実習室をそれぞれ追加いたし、基本料金を会議室、保健指導室４００円、栄

養指導・実習室を１，０００円、追加料金をそれぞれ１００円、２００円と定めるものです。附

則として、この条例は、平成３１年４月１日から施行するものです。

続きまして、議案第７号です。江府町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
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係る基準に関する条例の一部改正についてです。１枚おはぐりください、大変長い追加条例にな

っておりますけれども、この条例は、介護保険法の改正によりまして、介護サービスの指定事業

所が障害福祉サービスを提供する共生型サービスが可能となりましたために、指定の申請があっ

た場合に対応できるよう必要事項を定めた条文を２条新設するものです。新旧対照表左側、第２

２１条の２におきましては、共生型地域密着型通所介護事業所がサービスを提供する際に必要な

人員や設備。そして第２２１条の３には、条例全てに渡りまして、その他の規定を共生型地域密

着型通所介護の事業に準用すること及び条例中の従業者の補償について共生型と読み替える必要

のあるものを明記いたしております。附則としてこの条例は、平成３１年４月１日から施行する

ものです。ご審議の上ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（川上 富夫君） 引き続き、小林建設課長。

○建設課長（小林 健治君） 失礼いたします、議案第８号、江府町簡易水道等施設の設置及び給

水に関する条例の一部改正についてご説明申し上げます。本案は、施設の経営の健全化を図るた

め、使用料を改正いたすものでございます。１枚おはぐりください、一部改正条例を付けており、

表の右側が改正前、左側が改正後でございます。別表第２、料金につきまして、改正後の方です

けども、超過料金の１立方メートルを超え５０立方メートルまでを１立米あたり９５円。５０立

方メートルを超え１００立方メートルまで１立米あたり１１５円。１０１立米を超える分は１４

５円に条文を改正し、施設名を江府町簡易水道と改正を提案いたすものでございます。附則とい

たしましては、この条例は３１年４月１日から施行するものでございます。

続きまして、議案第９号、江府町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改

正についてご説明を申し上げます。本案も同様に施設の経営の健全化を図るため使用料を改正い

たすものでございます。１枚おはぐりください、一部を改正する条例を付けておりまして、表の

右側が改正前、左側が改正後でございます。別表第３の改正後ですけども、種別でございますけ

ども、一般家庭、均等割りを１，９８０円、人数割りを４６０円。事業所等を均等割を１，９８

０円、人数割りを２３０円。学校等を均等割を１，９８０円、人数割りを１１０円。飲食店等を

均等割を１，９８０円、人数割りを４６０円。地区公民館を均等割を２２０円に改正を提案いた

すものでございます。附則といたしまして、この条例は、３１年４月１日から施行するものであ

ります。

続きまして、議案第１０号、江府町林業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部

改正についてご説明を申し上げます。本案も同様に施設の経営の健全化を図るため使用料を改正

いたすものでございます。１枚おはぐりください、一部を改正する条例を付けておりまして、右
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側が改正前、左側が改正後でございます。別表第３の使用料で改正後の方ですが、別表第３の使

用料でございますけども一般家庭につきまして同様に均等割を１，９８０円、人数割りを４６０

円。事務所等を均等割を１，９８０円、人数割りを２３０円。学校等を均等割を１，９８０円、

人数割りを１１０円。飲食店等を均等割を１，９８０円、人数割りを４６０円。地区公民館均等

割を２２０円に改正をいたすものであります。この条例は、３１年４月１日から施行するもので

ございます。

続きまして、議案第１１号、江府町特定環境保全公共下水道処理施設の設置及び管理に関する

条例の一部改正についてご説明を申し上げます。本案も同様に施設の経営の健全化を図るために

使用料の改正をいたすものであります。１枚おはぐりください、一部を改正する条例を付けてお

りまして、表の右側が改正前、左側が改正後でございます。別表第２、使用料でございますけど

も、改正後の一般家庭につきましては、均等割りを１，９８０円、人数割りを４６０円。事務所

等均等割を１，９８０円、人数割りを２３０円。学校等均等割を１，９８０円、人数割りを１１

０円。飲食店等均等割を１，９８０円、人数割りを４６０円。公民館均等割を２２０円に改正の

提案をいたすものでございます。附則といたしまして、この条例は、平成３１年４月１日から施

行するものでございます。以上、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を

いただきたく提案いたしたものでございます。よろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 第１２号の説明を求めます。

生田福祉保健課長。

○福祉保健課長（生田 志保君） 失礼します、議案第１２号は条例の廃止についてです。１枚お

はぐりください。江府町家庭奉仕員については、既に事業を廃止しておりますので、江府町家庭

奉仕員派遣手数料の招集に関する条例を廃止する条例です。この条例は、公布の日から施行する

ものです。ご審議の上ご承認賜りますようお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 第１３号の説明を求めます。

奥田財務担当課長。

○庁舎・財務担当課長（奥田 慎也君） 失礼いたします、議案第１３号、江府町中山間ふるさと

・水と土保全基金条例等の廃止についてでございます。１枚おはぐりください、第１条としまし

て、江府町中山間ふるさと・水と土保全基金条例の廃止、第２条といたしまして、江府町公有林

野等整備基金条例の廃止、第３条といたしまして、江府町森林水源トラスト基金条例の廃止を謳

っているところでございます。この３つの基金条例につきましては、現在基金残高はゼロでござ

います。また、今後この３つの基金条例を活用する事業の計画は無いことから、この３つの基金
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条例を廃止をいたすものでございます。附則といたしまして、この条例は３１年４月１日から施

行するということでございます。

○議長（川上 富夫君） 第１４号の説明を求めます。

池田総務課長。

○総務総括課長（池田 健一君） 議案第１４号、奥大山チロルの里多目的施設に係る指定管理者

の指定についてご説明申し上げます。１枚おはぐりください。本案は、本年３月３１日をもって

指定管理が終了いたします奥大山チロルの里多目的施設の指定管理者を、引き続き次のように指

定するものでございます。指定管理者となっていただく団体の名称は、江府町商工会会長 川端

雄勇。指定期間は、２０１９年４月１日から２０２４年３月３１日までの５年間となっておりま

す。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 続きまして、議案第１５号から１８号までの説明を求めます。

加藤農林課長。

○農林産業課長（加藤 邦樹君） 失礼します。議案第１５号でございます。江府町商工観光セン

ターに係る指定管理者の指定についてでございます。１枚おはぐりください、こちらの江府町商

工観光センターに係る指定管理者でございますが、現在の江府町商工会について継続で指定管理

を指定するものでございます。指定管理者となる団体名称は、江府町商工会会長 川端雄勇。指

定期間が２０１９年４月１日から２０２４年３月３１日まででございます。

続きまして、議案第１６号でございます。こちらは、江府町農家労働軽減支援施設に係る指定

管理者の指定についてでございます。１枚おはぐりください。本案につきましては、こちらも現

在指定管理者となっている団体を継続して指定するものでございます。指定管理者となる団体の

名称は、みちくさ工房 代表 三輪典子。指定管理期間が２０１９年４月１日から２０２２年３

月３１日でございます。

１枚おはぐりください、議案第１７号でございます。江府町奥大山の水処理加工施設に係る指

定管理者の指定についてということでございます。１枚おはぐりください。こちらも現在、指定

管理者となっている団体の継続でございます。指定管理者となる団体の名称が江府町地域振興株

式会社代表取締役 白石祐治。指定期間が２０１９年４月１日から２０２４年３月３１日でござ

います。

続きまして、議案第１８号、江府町奥大山の水交流促進センターに係る指定管理者の指定につ

いてでございます。１枚おはぐりください、こちらも現在指定管理者となっている者の団体の継

続でございます。指定管理となる団体の名称が江府町地域振興株式会社 代表取締役 白石祐治
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でございます。指定期間が２０１９年４月１日から２０２４年３月３１日となっております。地

方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めます。よろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 議案第１９号の説明を求めます。

奥田庁舎・財務担当課長。

○庁舎・財務担当課長（奥田 慎也君） 失礼いたします。議案第１９号、江府町過疎地域自立促

進計画の変更についてでございます。１枚おはぐりください。本計画は、県との協議が揃いまし

たので議会の承認をいただきたく上程するものでございます。ハード事業２件の追加をいたすも

のでございます。まず、医療の確保といたしまして、日野病院においての電子カルテの導入事業

を１つ目として挙げております。２つ目でございます、教育の振興ということで公民館の新設と

いうことで、これは新庁舎の一部を公民館として利用するということで過疎計画にあげたいとい

う具合に考えておるところでございます。

続きまして、議案第２０号、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更についてでございま

す。１枚おはぐりください、辺地の概要でございます、辺地区域は大字俣野の全域でございます。

公共的施設の整備を必要とする事項でございますが、まず深山口地区においては、伏流水を水源

としているためクリプトスポリジウム等感染被害の危険性をはらんでいる。そのためクリプトス

ポリジウム対策として、深層地下水を水源として給水できるよう新たに水源を求め、そこに配水

池、滅菌設備、計装設備等を整備するものでございます。３行目の表のところでございますけれ

ども、深山口地区水源改良事業として追加をいたすものでございます。ご審議の上ご承認賜りま

すようにお願いをいたします。

○議長（川上 富夫君） 続いて議案第２１号、川上教育課長。

○教育課長（川上 良文君） 失礼いたします、議案第２１号、鳥取県西部町村就学支援協議会規

約を変更する協議についてでございます。本案は、障がいのある幼児、児童、生徒の障がいの種

類及び程度の審査並びにその障がいの状況に応じた就学支援の審査に関する規約の一部を改正い

たすもので、変更する協議をすることについて、地方自治法第２５２条の６の規定により議会の

議決を得たく提案いたすものでございます。１枚おはぐりください、右側が改正前、左側が改正

後でございます。第５条中、委員７人を、委員６人に改めるものでございます。第６条中、町村

長を、関係町村教育委員会の教育長に改めるものでございます。第７条中、関係町村教育委員会

教育長を、会長を除く関係町村教育委員会の教育長に改めるものでございます。第８条中、指定

したを、指名したに改めるものでございます。第１８条中、調整しを、調製しに改めます。第２

１条中、調整しを、調製しに改めるものでございます。第２２条中、地方自治法を地方自治法
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（昭和２２年法律第６７号）に改めるものでございます。附則といたしまして、平成３１年６月

１日から施行するといたします。ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 続いて、議案第３６号、一般会計補正予算について説明求めます。

奥田財務課長。

○庁舎・財務担当課長（奥田 慎也君） 失礼いたします、議案第３６号、平成３０年度鳥取県日

野郡江府町一般会計補正予算（第８号）でございます。第１条といたしまして、歳入歳出予算の

補正でございます。歳入歳出それぞれ５，２９２万７千円を減額し、歳入歳出の総額を３３億８，

９３５万６千円といたすものでございます。その２としまして、第１表の歳入歳出予算補正表に

よるものといたすところでございます。第２条でございます、繰越明許費でございます。これは

第２表の繰越明許費によるものといたします。第３条でございます、債務負担行為の補正でござ

います。第３表の債務負担行為の補正によるものといたすものでございます。第４条地方債の補

正でございます。これも第４表地方債補正の表によるところといたすものでございます。１枚お

はぐりください、歳入に関する補正書でございます。款と主なものをご説明をいたします。まず、

町税でございます。２，３２４万４千円の増。その中で固定資産税でございます、１，７３７万

円の増でございます。これは主にＫＤＤＩとか西日本高速道路株式会社等の増額によるものでご

ざいます。地方贈与税でございます、６４万６千円の増でございます。利子割交付金でございま

す、１２万８千円の増でございます。配当割交付金でございます、３２万６千円の減でございま

す。株式等譲渡所得割交付金でございます、５８万４千円の減でございます。地方消費税交付金

でございます、６５万９千円の減でございます。自動車取得税交付金でございます、２万１千円

の増でございます。地方交付税でございます、１７０万円の増でございます。交通安全対策特別

交付金でございます、５０万円の減でございます。分担金及び負担金でございます、６０６万９

千円の減でございます。これは、災害関係事業に対する減の負担金でございます。続きまして、

国庫支出金でございます、３０９万７千円の減でございます。県支出金でございます、１，７９

５万７千円の減でございます。その内、県補助金でございます、１，４６７万４千円の減でござ

います。これも主に災害関係の事業費の減によるものでございます。財産収入でございます、３

万８千円の増。寄付金でございます、３２万５千円の増。繰入金でございます、４０２万５千円

の減。これは主に庁舎建設関係の受け差と減額の契約によるものでございます。諸収入１９９万

２千円の増。町債４，８１０万円の減。これも主に災害関係の事業費の減によるものでございま

す。続きまして、歳出でございます、議会費７千円の減。総務費２，８７７万９千円の減。その

内、総務管理費でございます、２，９５４万１千円の減でございますけれども、これは主に庁舎
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設計委託の受け差と、それから減額の設計並びに地域おこし協力隊を２名採用予定としておりま

したけれども、採用がありませんでしたので、それに伴います減でございます。民生費でござい

ます、７９３万９千円の減。衛生費でございます、４７８万２千円の増。その内、保健衛生費で

ございます、１，１４５万９千円の増としておりますが、これは民生費の方から予算の組み替え

をした関係上、増になっておるところでございます。農林水産業費でございます、１，０２６万

１千円の減。その内農業費でございます、１，０２４万５千円の減。これは地籍調査業務の減に

よるものでございます。商工費１，９７７万４千円の増。これは索道会計への繰り出し金が主な

ものでございます。土木費１，１３８万７千円の増。これは主に除雪委託費の増といたすもので

ございます。消防費５１万７千円の増。続きまして、教育費８２３万７千円の減。災害復旧費５，

２７８万２千円の減。これも７月の豪雨災害並びに台風２４号の災害関連の事業の確定によりま

す減額によるものでございます。公債費６２万５千円の減。諸支出金２９５万７千円の増。予備

費といたしまして１，６２８万６千円の増というところで調整をいたしとるところでございます。

続きまして、第２表でございます、繰越明許費でございます、総務費、新庁舎建設事業６，０５

７万６千円でございます。農林水産業費、しっかり守る交付金事業３２３万４千円。農地耕作条

件改善事業４５２万１千円。林業専用道開設事業９６９万２千円。土木費、町道下安井舟場線道

路改良事業６５０万円。役場前線道路新設事業５４０万円。災害復旧費でございます、農業用施

設災害復旧事業２７８万１千円。平成３０年７月豪雨補助災害復旧事業４７５万８千円。平成３

０年台風２４号農地農業用施設補助災害復旧事業１，１７５万９千円。平成３０年７月豪雨林業

施設補助災害復旧事業３５８万４千円。道路橋りょう単独災害復旧事業５００万円。平成３０年

７月豪雨道路橋りょう補助災害復旧事業４５３万９千円。平成３０年台風２４号道路橋りょう補

助災害事業２，１１９万３千円。平成３０年７月豪雨河川補助災害復旧事業５９３万６千円。河

川単独災害復旧事業１００万円。平成３０年台風２４号河川補助災害復旧事業１，２５２万５千

円を繰越明許といたすものでございます。続きまして、第３表でございます。債務負担行為補正

でございます、まず廃止をする事業でございます。江府町地域振興株式会社のスキーリフト建設

事業に対しての損失補償、平成３０年から平成３３年までの４，０８６万１千円を廃止をいたし

ます。新たに追加するものでございます、江府町地域振興株式会社のスキーリフト建設事業に対

しての損失補償といたしまして、平成３１年度から平成３３年度まで３，０８９万５千円でござ

います。また江府町役場庁舎建設事業、平成３１年から平成３２年まで１１億５，０００万円を

債務負担行為として挙げているところでございます。続きまして、第４表の地方債補正でござい

ます。起債の目的でございます、災害復旧事業５，８４０万円を２，６２０万円に。一般事業を
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１，１８０万円を６４０万円に。緊急防災・減災事業を２００万円を１７０万円に。公共施設等

適正管理を４，８１０万円を３，７８０万円に。辺地対策事業９０万円をゼロに。過疎対策事業

を１億４，２２０万円を１億４，３２０万円に。補正されなかった額が９，３２６万円でござい

ます。合計３億５，６６６万円を３億８５６万円といたすものでございます。以降事項別明細書

を添付しておりますのでご審議の上ご承認を賜りますようにお願いをいたします。

○議長（川上 富夫君） 続きまして、議案第３７号から議案第４０号まで説明を求めます。

生田保健課長。

○福祉保健課長（生田 志保君） 失礼します。議案第３７号、平成３０年度鳥取県日野郡江府町

国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）です。本案は、平成３１年３月末の事業

実績を見込みまして歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，３１４万６千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億８，９６９万円といたすものです。議案書の１ページを

ご覧ください、歳入におきまして、県支出金１，３４９万８千円の増。これは療養給付費の増に

伴う補助金の増額です。繰入金３５万２千円の減額。これは保険事業費の額の確定による減です。

議案書２ページをご覧ください、歳出におきまして総務費７万９千円の増額です。これは旅費等

事務費の増によるものです。保険給付費１，３４９万８千円の増。これは一般被保険者の療養給

付費の増によるものです。次に保険事業費です、これは３５万２千円の減額ですが、健診委託料

の確定により不要となったものです。予備費７万９千円を減額して調整いたすものです。以下事

項別明細書を添付しておりますのでご覧ください。

続きまして、議案第３８号、平成３０年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘

定）補正予算（第５号）です。本案は、平成３１年３月末の事業実績を見込みまして、予算の総

額から歳入歳出それぞれ４１８万２千円を減額し、総額を２億３，１１１万円といたすものです。

議案書の１ページをご覧ください。歳入におきまして、診療報酬１５１万７千円の増です。これ

は国保、社保等の報酬の収入が減りましたが、後期高齢者による外来収入が増額したことによる

ものです。繰入金８４万６千円の減額です。へき地診療所歯科運営費の確定に伴いまして、国保

事業勘定からの繰入金を減額いたすものです。この中に一般会計繰入金の１，２００万円の増額、

基金繰入金の１，２００万円の減額も含まれております。諸収入３０６万８千円の減額です。こ

れは予防接種、研修などの収入減によるものです。町債１７０万円の減額。これは起債対象備品

の購入額の確定に伴って減額するものです。次に議案書２ページをご覧ください、歳出におきま

して、総務費、施設管理費です。６４５万１千円の減額。これは、臨時職員の賃金それから需用

費等、事務費の減によるものです。次に医業費２２６万９千円の増額。これは医薬材料費それか
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ら義歯を加工する委託料の増額によるものです。続きまして、議案書３ページ地方債の補正です、

過疎対策事業と限度額、補正前１，０８０万円を１７０万円減額し、補正後の限度額を９１０万

円といたすものです。以下事項別明細書を添付しておりますのでご覧ください。

続きまして、議案第３９号、平成３０年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事

業勘定）補正予算（第５号）です。歳入歳出予算の総額からそれぞれ２，０７５万５千円を減額

し、６億１，０８２万２千円といたすものです。１ページをご覧ください。歳入において、保険

料１１４万９千円の増です。これは介護保険料の収入見込みによるものです。次に支払基金交付

金１，５７３万８千円の減額。それから国庫支出金３０５万５千円の減額。同じく県支出金３５

７万９千円の減額です。これはいずれも給付実績見込みに伴う負担割合による減額です。繰入金

４６万８千円の増。これは給付実績に伴う負担金の減額がありましたが、臨時職員賃金等の増額

により、相殺した一般会計の繰入金です。議案書の２ページをご覧ください、総務費９万４千円

の減。これは介護認定審査会負担金の確定によるものです。続いて、保険給付費１，１５０万の

減額です。内訳として、介護保険サービス等諸費７００万円の減。介護予防サービス等諸費１５

０万円の減。特定入所者介護サービス等費３００万円の減。これはサービス事業所の廃止、それ

から予防事業利用者の減、入所にかかる個人負担限度額の超過者が減ったことによるものです。

続きまして、地域支援事業費２９８万９千円の減額。内訳として、包括的支援事業費８万円の減。

介護予防生活支援サービス費２４６万８千円の減。一般介護予防事業費２４万１千円の減。その

他諸費２０万円の減。これは主に総合事業対象者の見込みと比較して対象事業者が増加しなかっ

たことによるものです。予備費６１７万２千円を減額して調整をしております。以下事項別明細

書を添付しておりますのでご覧ください。ご審議の上ご承認賜りますようよろしくお願いいたし

ます。

議案第４０号、平成３０年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

です。本案は、予算の総額からそれぞれ１５１万８千円を減額し、総額をそれぞれ５，１００万

４千円といたすものです。議案書の１ページをご覧ください。歳入におきまして、繰入金１５２

万１千円の減額です。これは、納付金の確定それから事務費の不用額に伴って、一般会計繰入金

を減額するものです。諸収入、雑入３千円は過年度分保険料の還付金です。議案書の２ページを

お開きください、歳出におきまして、総務費２９万９千円の減額。これは専用パソコン購入費等、

事務費の減額によるものです。広域連合の納付金ですが７１万９千円の減額。これは納付金の確

定に伴う負担金の減額です。予備費５０万円を減額して調整いたすものです。以下事項別明細書

を添付しておりますのでご覧ください。
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○議長（川上 富夫君） 議案第４１号、索道事業特別会計補正予算について説明求めます。

加藤農林課長。

○農林産業課長（加藤 邦樹君） 失礼いたします、議案第４１号でございます。平成３０年度鳥

取県日野郡江府町索道事業特別会計補正予算（第３号）でございます。本案は、歳入歳出予算の

総額から歳入歳出それぞれ１，３５９万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６，９

４３万５千円とするものでございます。１枚おはぐりください、歳入でございます。使用料３，

０２０万円の減額でございます。繰入金が２，２００万円の増額です。雑入が５３９万９千円の

減額となっております。いずれも積雪量が少なかったための営業日数が減少し、目標に至らなか

ったための減額とそれと繰入金となっております。１枚はぐっていただきまして、歳出でござい

ます。索道管理費８９２万４千円の減額。予備費が４６７万５千円の減額となっております。以

下事項別明細書を付けておりますので、ご審議の上ご承認賜りますようお願い申し上げます。以

上でございます。

○議長（川上 富夫君） 続きまして、議案第４２号、４３号の簡易水道事業会計補正予算につい

てからをお願いします。

小林建設課長。

○建設課長（小林 健治君） 失礼いたします。議案第４２号でございます。平成３０年度江府町

簡易水道事業会計補正予算（第５号）についてご説明申し上げます。本案は、収益的収支につき

ましては、３条でございますけども水道事業収益２，２３９万２千円を増額、また水道事業費用

を２，９１２万円増額し、補正後の予算額をそれぞれ水道事業収益１億３４３万７千円。水道事

業費用１億４，８５２万２千円といたすものであります。１枚おはぐりください、資本的収支に

つきましてですが、資本的収入２，２８８万円を減額。資本的支出を２，９６０万８千円を減額

し、補正後の予算額はそれぞれ資本的収入１億５，５９５万９千円。資本的支出は１億７，０３

４万３千円といたすものであります。補正いたします主な内容は、資本的事業から収益的事業へ

の組み替え。第２共同地区簡易水道整備事業費の減額などとなっております。また第５条の企業

債を水道整備事業の減額に伴いまして、限度額を８，６３０万円に改めています。以下予算に関

する説明書といたしまして、予算の実施計画、予定キャッシュ・フロー計算書、予定貸借対照表

を提出していますので、ご覧いただきますようにお願いをいたします。なお、本案につきまして

は、借り入れを行う関係がございまして先議の方をお願いいたすものでございます。

続きまして、議案第４３号、平成３０年度江府町下水道等事業会計補正予算（第５号）につい

てご説明を申し上げます。第３条ですが、本案は、収益的収支につきましては、下水道事業収益
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７５万２千円を増額。また、下水道事業費用を５７４万８千円を減額し、補正後の予算額をそれ

ぞれ下水道事業収益１億５，４２６万２千円。下水道事業費用２億１，８８３万２千円といたす

ものであります。１枚おはぐりください、資本的収支につきましては、資本的収入２，５８５万

２千円を減額。資本的支出を２，５７５万２千円を減額し、補正後の予算額は、それぞれ資本的

収入１億６，６４６万８千円。資本的支出１億６，７０６万９千円といたすものであります。補

正いたします主な内容は、資本的事業から収益的事業に組み替え、それと統合下水道事業費の減

額などとなっております。また第５条の企業債を統合下水道事業費の減額に伴いまして、限度額

を７，７３０万円に改めています。第６条の他会計からの補助金を６，８４９万１千円に改めて

います。以下予算に関する説明書といたしまして、予算の実施計画予定キャッシュ・フロー計算

書、予定貸借対照表等を提出していますので、ご覧いただきましてご審議の上ご承認賜りますよ

うによろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 続きまして、議案第４４号、神奈川財産区特別会計補正予算について説

明を求めます。

加藤農林課長。

○農林産業課長（加藤 邦樹君） 失礼いたします。議案第４４号、平成３０年度鳥取県日野郡江

府町神奈川財産区特別会計補正予算（第３号）でございます。こちらの補正予算につきましては、

予算内で組み替えするものでございます。１枚おはぐりください、歳入でございますが補正はご

ざいません。１枚おはぐりください、歳出でございます。財産区管理会費１万５千円の増。予備

費でございますが、１万５千円の減でございます。以下事項別明細書を付けておりますのでご覧

いただきまして、ご審議の上ご承認いただきますようお願い申し上げます。以上です。

○議長（川上 富夫君） 以上、提案理由説明が終了いたしました。

続きまして、これより、日程第４３、議案第４２号、平成３０年度江府町簡易水道事業会計補

正予算（第５号）を議題とし、本案の審議を先議いたします。

日程第４３、議案第４２号、平成３０年度江府町簡易水道事業会計補正予算（第５号）の質疑

を行います。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ないので質疑を終結します。

討論に入ります。

〔討論なし〕

○議長（川上 富夫君） 討論なしと認めます。

－２１－



採決を行います。

議案第４２号、本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ご異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決いたしまし

た。

・ ・

日程第４７ 予算特別委員会の設置について

○議長（川上 富夫君） 日程第４７、予算特別委員会の設置についてをおはかりします。

議長発議として、新年度予算議案の件は、特別委員会を設置して審査を行いたいが、これの設

置について、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） 異議なしと認めます。よって、予算審議は、特別委員会を設置して審査

することに決しました。

おはかりします。議長発議として、各特別委員会の名称並びに委員の構成は、江府町議会委員

会条例第５条の規定により、一般会計予算特別委員会として５名、特別会計予算特別委員会とし

て５名をもって、それぞれの特別委員会を設置し、以上の委員数で構成することにご異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） ご異議なしと認めます。よって、各特別委員会の設置並びに委員の構成

は、議長発議のとおり決しました。

おはかりします。各特別委員会の委員の指名は、江府町議会委員会条例第６条第２項の規定に

より、議長において指名することとし、一般会計予算特別委員会委員には、三好晋也議員、阿部

朝親議員、川端雄勇議員、森田哲也議員、川上富夫の５名。特別会計予算特別委員会委員には、

三輪英男議員、川端登志一議員、長岡邦一議員、上原二郎議員、空場語議員の５名を指名いたし

ます。

これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） 異議なしと認めます。よって所属委員は、議長指名のとおり決しました。

では、ここで暫時休憩とし、その間に各特別委員会では、直ちに正副委員長を互選し、議長ま

で、報告をいただきたい。暫時この場で休憩します。
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午前１１時２１分休憩

午前１１時２１分再開

○議長（川上 富夫君） 再開いたします。

各特別委員会より報告があった正副委員長を公表いたします。

一般会計予算特別委員会委員長、三好晋也議員、副委員長、阿部朝親議員。特別会計予算特別

委員会委員長、三輪英男議員、副委員長、川端登志一議員の以上であります。

では、各委員会に付託する議案は、次のとおりであり会期中の審査とし付託いたします。

一般会計予算特別委員会は、議案第２２号を、特別会計予算特別委員会は、議案第２３号から

議案第３５号までと議案第４５号の１４件を、それぞれの委員会に付託することで会期中に結果

の報告を求めます。

・ ・

日程第４８ 陳情書の処理について

○議長（川上 富夫君） 日程第４８、陳情書の処理についてを議題といたします。

受理した陳情書は、お手元に配りました陳情文書表のとおりであります。

おはかりします。陳情第１号は、総務経済常任委員会に、陳情第２号は、教育民生常任委員会

に付託し、会期中の審査とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（川上 富夫君） 御異議なしと認めます。よって、陳情２件は、それぞれ所管の委員会に

付託することに決しました。会期中の審査をお願いします。

・ ・

○議長（川上 富夫君） 以上で、本日の議事日程は、全部終了いたしました。

これをもって散会といたします。ご苦労様でした。

午前１１時２３分散会
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